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一般社団法人 

大阪ビジネスパーク協議会 

 

平成 30 年度 大阪ビジネスパーク都市再生安全確保促進事業 

＜帰宅困難者退避誘導訓練＞ 

 

大規模な地震が発生した場合、地震の揺れや、それによる被害の大きさによっては、

公共交通機関の運行停止等、当面の間復旧されないことも予想されます。こうした場

合、OBP では帰宅困難者が発生し、状況によっては混乱が生じる可能性もあるため、

大阪ビジネスパーク協議会では、帰宅困難者の退避誘導や情報伝達、一時的な滞在を

適切に行えるようにすることを目的として、次のとおり訓練を実施しました。 

 

1．日時 平成 30 年 10 月 25 日（木）午後２時～午後４時 

2．場所   ＯＢＰ西ブロック【ツイン２１ＭＩＤタワー、パナソニックタワー、 

    ＩＭＰビル、クリスタルタワー、ケイ・オプティコムビル】 

メイン会場：ツイン 21 南プラザ（屋外）及びアトリウム（屋内）） 

3．主催 大阪ビジネスパーク協議会 

4．参加者 総数 2,252 人 

（退避誘導訓練 191 人／ビル連携防災訓練 2,011 人／見学者 50 人） 

 【退避誘導訓練参加者総数内訳】 

災害対策本部要員/40 人 

帰宅困難者役参加者/119 人（うち玉造連合・桜宮連合 21 人） 

訓練運営支援スタッフ/8 人、展示協力/14 人、 

行政協力(中央区・都島区)/５人、救急看護認定看護師/5 人 

5．訓練内容 

（1）想定 

南海トラフ巨大地震発生（中央区で震度６弱を観測）、鉄道の運行は停止し、建

物の倒壊はないが安全確認のため屋外退避、帰宅困難者が発生 

（2）訓練の流れ 

 

 

 

 

①西ブロックの各ビ
ルでの防災訓練 
 

（14時 00分～14時 40分） 

西ブロックの 5 つのビル
が同時に法定防災訓練を
実施した 

②一時退避場所への
誘導 
 

（14時 40分～15時 00分） 

帰宅困難者を各ビルから
ツイン 21 南プラザに誘導

し、各者の状態により次
の訓練の割り振りを行い
ました 

③一時滞在を想定し
た各種訓練 
 

（15時 10分～15時 40分） 

ツイン 21 南プラザで情報
収集・発信、ガイド対応、

傷病者対応等の訓練を行
いました 

④帰宅等対応訓練・
解散 
 

（15時 40分～16時 00分） 

帰宅困難者にビルの状況
等を伝達し、帰宅・帰社・

帰在に割り振り、解散し
た 
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6．帰宅困難者の誘導・会場案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

7．各訓練の実施概要 
 

（1）退避誘導訓練・外部帰宅困難者受入訓練 

 14 時に発災、その後各ビルとも火災や安全

点検のため一斉に退避する必要が生じた想定

のもと、OBP 西ブロック 5 棟のビルより計

98 人が退避する訓練を行いました。 

 また、玉造地域活動協会・桜宮連合振興町会

の協力により、外部からの帰宅困難者の受入

れを想定し、OBP 地区外より 21 人が退避

を行いました。 
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各ビルで法定防災訓練を

実施 

 

①帰宅困難者を各ビルか

らツイン 21 南プラザ

（②）に誘導 

 

②ツイン 21 南プラザに

て帰宅困難者を次の訓

練に割り振り 

 

③ツイン 21 アトリウム

にて種々の訓練を実施 

＜訓練の結果＞ 

 ｹｲ・ 
ｵﾌﾟﾃｨｺﾑ 

松下 
IMP 

ﾂｲﾝ21 
MID 

ﾂｲﾝ21 
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 

ｸﾘｽﾀﾙ 桜宮 玉造 合計 

出発時刻 14：34 14：39 14：43 14：50 14：46 － －  

到着時刻 14：37 14：44 14：46 14：51 14：51 14：28 －  

所要時間 3 分 5 分 3 分 1 分 5 分 － －  

人数 20 人 23 人 16 人 19 人 20 人 13 人 8 人 119 人 
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（2）滞在訓練・物資配分訓練 

 帰宅困難者の一時滞留を想定し、滞留スペースの設営と、水や食料を分配する訓練を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）ガイド対応訓練 

 外国人や視覚に障がいのある方・聴覚に障がいのある方等への対応を想定しての情報

伝達訓練を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）傷病者対応訓練 

 仮救護所の設営と、応急救護として心肺蘇生やケガの手当て等の訓練を行いました。

（訓練の指導には救急看護認定看護師５名の協力を頂きました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

筆談によるコミュニケーション 視覚障がいのある方への案内行動 翻訳機を使った伝達 

胸骨圧迫の実習訓練 AED の使用訓練 
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（5）現場確認訓練・情報収集・配信訓練 

 防災行政無線（ＭＣＡ無線機）を使った中央・都島区役所との情報伝達や、現場確認

班の現地派遣（無線機携行）による情報収集訓練を行いました。（京橋駅周辺地区帰

宅困難者対策協議会との連携訓練） 

 また、災害情報を地区内情報連絡拠点のサイネージに配信する訓練を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

（6）帰宅等判断訓練 

 帰宅困難者に各ビルの安全確認結果や、周辺の被災状況等を伝達し、各人が帰宅・帰

社・滞在の判断をし、各々次の行動に移る訓練行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

（7）デモ展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東警察署 

警察の災害時
活動の紹介等 

大阪市 
危機管理室 

大阪市防災ア
プリのデモ 

KDDI 

車載型無線基地局
や災害対応機器の
展示 

パナソニック 

外国語翻訳ツ
ールや防災関
連機器の展示 

ICT 
推進準備室 

城まち OSAKA
（フェイスブック
ページ）の紹介 
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8．訓練参加企業・協力機関 ※順不同 

＜大阪ビジネスパーク協議会（安心安全部会 訓練参加ビル）＞ 

ケイ・オプティコムビル マルイトＯＢＰビル 

松下ＩＭＰビル 住友生命ＯＢＰ城見ビル 

ツイン 21ＭＩＤタワー 住友生命ＯＢＰプラザビル 

ツイン 21 パナソニックタワー いずみホール 

クリスタルタワー ＯＢＰキャッスルタワービル（NEC） 

ＫＤＤＩ大阪ビル ホテルニューオータニ大阪ビル 

富士通関西システムラボラトリ ＯＢＰアカデミア 

読売テレビ本社ビル 大阪水上バス㈱ 

大阪東京海上日動ビルディング  

 

＜協力＞ 

 ・大阪市都市計画局 

 ・大阪市危機管理室 

 ・大阪市中央区役所 

 ・大阪市都島区役所 

 ・大阪府警東警察署 

 ・中央区玉造・城南連合振興町会 

 ・都島区桜宮連合振興町会 

 ・京橋駅周辺地区帰宅困難者対策協議会 

 

 

 

 

お問合せ先 
一般社団法人 大阪ビジネスパーク協議会 

事務局次長 小田 哲夫         TEＬ 06-6946-1310 


